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とと
りり
もも
どど
しし
てて
いい
たた
だだ
いい
たた
笑笑
顔顔  

母母
がが
、、
福福
音音
のの
園園
・・
川川
越越
にに
入入
所所
しし
てて
二二
ヶヶ
月月
にに
なな
ろろ
うう
とと

しし
てて
いい
まま
すす
。。
慣慣
れれ
るる
まま
でで
半半
月月
。。
訪訪
問問
しし
たた
とと
きき
、、
どど
んん
なな

状状
態態
かか
不不
安安
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい
でで
しし
たた
がが
、、
とと
てて
もも
穏穏
やや
かか
なな
顔顔
でで
、、

今今
まま
でで
見見
たた
ここ
とと
もも
なな
いい
、、
本本
能能
かか
らら
のの
表表
現現
にに
見見
ええ
るる
喜喜
びび

をを
見見
せせ
てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。
いい
っっ
しし
ょょ
にに
住住
んん
でで
いい
たた
とと
きき
、、
ここ

んん
なな
付付
きき
合合
いい
方方
がが
でで
きき
てて
いい
たた
らら
、、
とと
思思
うう
ほほ
どど
優優
しし
いい
母母

にに
なな
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
ホホ
ーー
ムム
のの
皆皆
ささ
まま
のの
心心
がが
、、
母母
のの
かか
たた

くく
なな
なな
気気
持持
ちち
をを
温温
めめ
、、
ほほ
ぐぐ
しし
てて
下下
ささ
っっ
たた
のの
だだ
とと
思思
いい
まま

すす
。。
母母
とと
私私
のの
間間
でで
はは
、、
なな
ぜぜ
でで
きき
なな
かか
っっ
たた
のの
かか
残残
念念
でで
なな

りり
まま
せせ
んん
。。  

父父
がが
亡亡
くく
なな
っっ
てて
、、
十十
二二
年年
。。
父父
にに
頼頼
りり
きき
っっ
てて
いい
たた
母母
がが
、、

一一
人人
でで
一一
生生
懸懸
命命
生生
きき
てて
きき
てて
、、
疲疲
れれ
きき
っっ
てて
訳訳
がが
わわ
かか
らら
なな

くく
なな
っっ
たた
のの
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
混混
乱乱
しし
てて
いい
たた
母母
をを
私私
はは
、、
どど

うう
しし
てて
、、
どど
うう
しし
てて
とと
、、
後後
をを
追追
いい
かか
けけ
てて
もも
追追
いい
かか
けけ
てて
もも
、、

追追
いい
つつ
かか
なな
いい
毎毎
日日
をを
送送
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
ケケ
アア

ママ
ネネ
ーー
ジジ
ャャ
ーー
ささ
んん
にに
おお
願願
いい
しし
てて
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
をを
探探

しし
てて
いい
たた
だだ
きき
、、
福福
音音
のの
園園
でで
すす
ぐぐ
にに
引引
きき
受受
けけ
てて
下下
ささ
いい
まま

しし
たた
。。
もも
うう
少少
しし
家家
でで
みみ
らら
れれ
たた
のの
でで
はは
とと
思思
うう
とと
、、
情情
けけ
なな

いい
気気
持持
ちち
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい
でで
すす
。。
でで
もも
、、
母母
のの
ああ
のの
柔柔
和和
なな
顔顔
をを

思思
いい
出出
すす
とと
、、
ここ
れれ
でで
良良
かか
っっ
たた
のの
だだ
とと
。。  

福福
音音
のの
園園
でで
皆皆
ささ
まま
にに
見見
守守
らら
れれ
てて
、、
穏穏
やや
かか
なな
日日
々々
をを
送送

っっ
てて
欲欲
しし
いい
、、
そそ
うう
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
手手
がが
かか
かか
っっ
てて
申申
しし
訳訳

ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。  ((

ＭＭ
・・
ＵＵ))   

ごご
家家
族族
のの
声声  

感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい  

  

母母
はは
三三
月月
十十
三三
日日
でで
八八
十十
九九
才才
にに
なな
りり
まま
すす
。。
昨昨
年年
のの
十十
月月

にに
入入
居居
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。
当当
時時
、、
脳脳
梗梗
塞塞
のの
発発
作作
等等

でで
入入
退退
院院
をを
繰繰
りり
返返
しし
、、
視視
野野
がが
極極
端端
にに
狭狭
まま
るる
とと
いい
うう
後後
遺遺

症症
もも
加加
わわ
りり
、、
母母
にに
はは
大大
変変
辛辛
いい
時時
期期
でで
しし
たた
。。
少少
しし
ずず
つつ
認認

知知
症症
のの
症症
状状
もも
進進
んん
でで
きき
てて
いい
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
頃頃
、、
相相
談談
にに
伺伺

っっ
たた
ケケ
アア
ママ
ネネ
ーー
ジジ
ャャ
ーー
ささ
んん
かか
らら
「「
福福
音音
のの
園園
」」
のの
オオ
ーー
ププ

ンン
がが
近近
いい
ここ
とと
をを
伺伺
いい
まま
しし
たた
。。
杉杉
澤澤
ホホ
ーー
ムム
長長
ごご
夫夫
妻妻
がが
面面

接接
にに
来来
てて
下下
ささ
っっ
たた
とと
きき
のの
母母
のの
安安
心心
しし
たた
顔顔
はは
、、
本本
当当
にに
久久

しし
ぶぶ
りり
にに
見見
たた
優優
しし
いい
もも
のの
でで
しし
たた
。。
幸幸
いい
なな
ここ
とと
にに
入入
所所
のの

許許
可可
をを
いい
たた
だだ
きき
、、
今今
日日
にに
いい
たた
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

そそ
れれ
かか
らら
今今
日日
まま
でで
、、
スス
タタ
ッッ
フフ
のの
皆皆
ささ
まま
のの
愛愛
情情
をを
いい
っっ
ぱぱ

いい
にに
いい
たた
だだ
いい
てて
幸幸
せせ
なな
毎毎
日日
をを
送送
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、

順順
風風
満満
帆帆
のの
日日
々々
ばば
かか
りり
でで
はは
なな
くく
、、
すす
でで
にに
二二
回回
のの
入入
院院
をを

繰繰
りり
返返
しし
、、
そそ
のの
度度
にに
おお
二二
人人
のの
看看
護護
師師
ささ
んん
のの
適適
切切
なな
処処
置置

でで
、、
どど
ちち
らら
もも
大大
事事
にに
なな
るる
前前
にに
十十
分分
なな
手手
当当
てて
をを
受受
けけ
てて
退退

院院
しし
、、
再再
びび
穏穏
やや
かか
なな
生生
活活
にに
戻戻
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
仕仕
事事
をを
持持

つつ
家家
族族
にに
とと
りり
まま
しし
てて
、、
本本
当当
にに
ああ
りり
がが
たた
いい
ここ
とと
とと
感感
謝謝
しし

てて
おお
りり
まま
すす
。。  

  

でで
きき
るる
限限
りり
週週
末末
、、
母母
のの
顔顔
をを
見見
にに
ホホ
ーー
ムム
にに
出出
掛掛
けけ
るる
のの

でで
すす
がが
、、
私私
まま
でで
家家
族族
のの
一一
員員
のの
よよ
うう
にに
迎迎
ええ
てて
下下
ささ
りり
、、
温温

かか
いい
おお
部部
屋屋
でで
おお
茶茶
をを
いい
たた
だだ
いい
たた
りり
、、
歌歌
をを
歌歌
っっ
たた
りり
しし
てて

楽楽
しし
みみ
まま
すす
。。
キキ
ッッ
チチ
ンン
でで
はは
手手
作作
りり
のの
おお
食食
事事
のの
準準
備備
がが
始始

まま
りり
まま
すす
。。
時時
間間
がが
ゆゆ
っっ
くく
りり
とと
流流
れれ
、、
心心
地地
よよ
いい
気気
分分
にに
満満

たた
ささ
れれ
るる
、、
私私
にに
もも
かか
けけ
がが
ええ
のの
なな
いい
ひひ
とと
時時
でで
すす
。。
いい
つつ
まま

でで
もも
、、
ここ
のの
よよ
うう
なな
幸幸
せせ
がが
続続
きき
まま
すす
よよ
うう
にに
とと
、、
祈祈
りり
つつ
つつ

感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい
でで
すす
。。  

  
  
    

  
((

ＪＪ
・・
ＳＳ))   

昨
年
十
月
一
日
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
今
月
で
六
ヶ
月
目

を
迎
え
ま
す
。
「
福
音
の
園
だ
よ
り
第
３
号
」
が
皆
さ
ま
の
お

手
も
と
に
届
く
今
週
末
に
は
１
８
人
目
の
方
が
入
所
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

六
ヶ
月
間
の
在
室
状
況
は 

十
月
末
５
人
、
十
一
月
末
６
人
、

十
二
月
末
１
３
人
、
一
月
末
１
５
人
、
２
月
末
１
７
人
、
そ
し

て
今
月
末
１
８
人
と
な
り
ま
す
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

性
別 

男
性
３
人
・
女
性
１
５
人 

 

平
均
年
齢
７
１
才 

川
越
市
内
よ
り
１
０
人
、
市
外
よ
り
４
人
、
県
外
よ
り
４
人
。 

 

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！
」 

 

先
月
中
旬
、
右
記
タ
イ
ト
ル
名
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
き
ま
し
た
。 

「
時
下
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
二
月

八
日
、
介
護
保
険
法
改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
、
家
族
、
事
業
者
に

大
き
く
影
響
す
る
項
目
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
実
態
に
即
し

た
改
正
と
な
る
か
、
緊
急
実
態
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い
」
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
要
請
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
関

連
す
る
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、｢

認
知
症
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
。
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
」
は
市
町
村
の
指
定
と
な
る
。
そ
の
場
合
は
指
定

を
受
け
た
市
町
村
の
住
民
の
み
保
険
適
用
と
な
る
（
複
数
の
自

治
体
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
は
可
能)

。｣

「
市
町
村
が
、
日
常

生
活
圏
域
毎
に
必
要
数
を
定
め
て
、
超
え
た
場
合
は
指
定
し
な

く
て
も
よ
く
な
る
。
」
な
ど
と
、
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

改
正
案
に
つ
き
コ
メ
ン
ト
は
控
え
ま
す
が
、
当
園
利
用
者
の
う

ち
、
「
川
越
市
外
」
よ
り
入
所
さ
れ
た
８
人
の
中
に
は
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
が
皆
無
と
い
う
市
町
村
が
含
ま
れ
て
お
り
、｢

施

設
の
整
備
に
は
大
き
な
地
域
格
差
が
あ
る｣

と
い
う
一
点
の
み

付
記
し
て
お
き
ま
す
。 

(

ホ
ー
ム
長 

杉
澤 

卓
巳) 


